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鎌倉市で独自に質問する項目（案） 

 

１ 介護保険に関するアンケート調査（在宅介護実態調査）に追加する質問項目 

  厚生労働省から示されている「在宅介護実態調査」の基本調査項目（９問）にオプション項目（10 問）を含

めた設問数に、本市独自の質問項目７問程度を追加します。 

  追加する項目は、要支援・要介護者の在宅生活の継続や主な介護者の就労継続に向けた課題等を把

握することを目的に設定しています。 

 

問１ 調査対象者の現在（この認定調査時）の介護度について、ご回答ください （１つを選択） 

１．要支援１         ２．要支援２          ３．要介護１         ４．要介護２ 

５．要介護３         ６．要介護４          ７．要介護５ 

  

問２ 現在、利用している介護保険サービスについて、ご回答ください （複数選択可） 

１．訪問介護（ヘルパー）                ２．訪問看護 

３．通所介護（デイサービス）  

４．短期入所生活／療養介護（ショートステイ）   ５．その他 

６．利用していない 

 

問３ 現在、利用している介護事業所の介護保険サービスの内容に満足していますか （１つを選択） 

１．非常に満足    ２．やや満足    ３．どちらともいえない   ４．やや不満   ５．非常に不満 

 

問４ 認知症になっても住み慣れた地域で安心して暮らしていけるよう、認知症の方への取り組みとして必

要と思うものについて、ご回答ください （複数選択可） 

１．認知症に関する知識などの普及啓発     ２．認知症本人とその家族への相談支援体制の充実 

３．認知症早期発見の仕組みづくり        ４．認知症の人を地域で見守る体制の充実 

 ５．認知症の人の外出及び社会参加の支援   ６．認知症本人または家族の経済的負担を減らす取組 

７．家族の身体的・精神的負担を減らす取組   ８．その他（                 ） 

９．分からない                     10．ない 

 

問５ 主な介護者の方が、介護以外で自分自身のために使える時間はありますか （１つを選択） 

１．ある      ２．少しはある      ３．あまりない     ４．ない 

５．家族・親族等の中に、主な介護者はいない 

６．今は介護が必要ないため、主な介護者はいない 

 

アンケートは以上です。 
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問３へ 

問５へ 

問６～問７へ 
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問６ 主な介護者の方が、自分自身の暮らしについて誰に相談できそうですか 

（主な介護者からみた続柄で） （複数選択可） 

１．親 ２．配偶者 ３．兄弟 

４．子ども ５．孫 ６．親戚 

７．友人 ８．近隣住人 ９．家族の会や地域のサロン 

10.市役所                 11.地域包括支援センター      12.民生委員 

12.学校の先生              13．そのような人はいない 

14.その他（              ） 

 

問７ 主な介護者の方が、今、特に必要としているサービスを３つ選んでください （３つを選択） 

１．介護に関する必要な情報提供            ２．相談の受付窓口 

３．家庭訪問などで話を聞いて情報や支援を届けてほしい   ４．家族以外による支援、地域でのケア 

   ５．仲間をつくり、情報交換や息抜きの機会を持ちたい      ６．家事支援 

      ７．本人の外泊支援（ショートステイ）           ８．親族以外による行政手続き等の代行 

      ９．経済支援          10.介護者が社会と接点を持ち続けること（多様な働き方、居場所の整備） 

      11.その他（                                                        ） 

 

 

 

アンケートは以上です。 

 


